











































































































































































































































































































































































































































































































































































(  1) 西田幾多郎『善の研究』（『西田幾多郎全集　第一巻』所収）岩波書店　2003
年　p.9
(  2) 岡本太郎『青春ピカソ』（1953年初出）新潮文庫　2000年　p.12
(  3) 上田閑照「経験ということ」（『経験と場所　－哲学コレクションⅡ』所収）
岩波書店（岩波現代文庫）2007年　p.16
(  4) Ibid.p.16-17
(  5) Ibid.p.20
(  6) Ibid.p.17
(  7) Ibid.p.23-24



















































(20) Merleau-Ponty, Maurice, Phénoménologie de la perception, Paris, Gallimard, 1945.
p.X 引用邦訳：『知覚の現象学Ⅰ』（竹内芳郎　小木貞孝訳）みすず書房　1967
年　p.15 以下「知覚Ⅰ」と略記。
(21) Ibid. p.VIII-IX. 「知覚Ⅰ」p.12-14
(22) Ibid. p.230 「知覚Ⅰ」p.323-324




(26) Cf. 井筒俊彦『著作集 9』前掲　所収の「文化と言語アラヤ識」「意味文節理論
と空海」等の論文を参照。
(27) 黒崎宏『ウィトゲンシュタインから龍樹へ‐私説『中論』』哲学書房　2004 年
p.21
－ 73 －
純粋経験と現象学的経験
